
●このたびは、『格子ユニット（アルミタイプ）』をご採用いただきましてありがとうございます。

●商品の組み立ておよび施工には、この取付説明書をお読みになり、正しく美しく仕上げてください。

取付説明書
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注意

組立手順

格子ユニット（アルミタイプ）
壁付タイプ

取付位置について（壁付タイプ）

部品の確認
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●取付場所により、安全のため下記の設置高さ・すき間寸法をお守りください。

８８０－８０３１１Ｃ

●木造住宅の３階以下（格子上端９ｍ以下）に設置してください。

●設置高さ・すき間寸法に注意して取付けてください。

●製品を躯体に取付ける際は、必ず躯体柱などの構造材に

●アンカーなどを使用してモルタル部分だけで固定することは

●組立ネジは使用中緩まないように締付けてください。

●シーリングは指定箇所に必ず行なってください。

●注意ラベルは必ず指定箇所に貼り付けてください。

●施主様には、１世帯ごとに取扱説明書を必ずお渡しください。

　取付けてください（柱へのネジ込み深さ：３５ｍｍ以上）。

　絶対しないでください。

●本体セット ●胴縁補助 ●胴縁キャップ ●サラタッピンネジ

●ナベテクスネジ ●ワッシャー ●注意ラベル

　φ４×２０（ガイド付）

◆製品本体

　φ４×１６

●スプリングワッシャー

●六角タッピンネジ

　φ６×７５（１種） 　φ６用

　φ６用

製品にのぼったり、ぶらさがったり、

足をかけたりしないでください。

胴縁キャップの取付１

　本体セットの胴縁両端部に胴縁キャップを

で固定してください（図１）。

サラタッピンネジφ４×２０（ガイド付き）

注意

●本体セットを連結する仕様の場合は、左右両端側の

　本体セットに胴縁キャップを取付けてください（図２）。

連結Ｒ 連結中間 連結Ｌ

胴縁キャップ

図２．胴縁キャップの取付（連結仕様）

●安全柵としての使用はお止めください。

胴縁

サラタッピンネジ

φ４×２０（ガイド付）
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取付位置の墨出し２

　ＤＰ＝（Ｈ－（２×Ａ））／（Ｎ－１）

　　　　　　Ａ　：下表参照

　　　　　　Ｎ　：胴縁本数（下表参照）

　取付位置に主柱等が入っていることを確認し、胴縁補助を壁にあてがうなどして

胴縁補助の取付位置を墨出ししてください（図３）。

●胴縁ピッチＤＰ計算式
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胴縁補助Ｌ＝Ｗ－５

注意

●胴縁補助を連結する仕様の場合は、胴縁補助同士を

　突き当てて隅出してください。

突き当て

胴縁補助Ｌ＝Ｗ－５

格子出来幅Ｗ

2.5 2.5

胴縁補助

突き当て

2
8

2
8

2
8

　４００≦Ｈ≦２３００ ２３０×５０格子

　４００≦Ｈ≦２５００ ２

３２５００＜Ｈ≦３６００
５０×５０格子

　４００≦Ｈ≦１３００ ２

４２３００＜Ｈ≦３３００

３１３００＜Ｈ≦２３００
１００×１５格子

５３３００＜Ｈ≦３６００

格子出来高Ｈ格子タイプ

３２３００＜Ｈ≦３６００
３０×５０格子

格子出来高Ｈ格子タイプ

Ｈ≦８００

Ｈ＞８００

１００

１５０

格子出来高Ｈ Ａ



８８０－８０３１２C

組立手順

注意ラベルの貼付５

　注意ラベルは、施主様の目の届く高さの

見やすい位置（格子）に貼り付けてくださ

い（図９）。

格子

図９．注意ラベルの貼付

注意

●胴縁補助を連結する仕様の場合は、胴縁補助同士を

　突き当てて取付けてください（図６）。

突き当て 突き当て

胴縁補助連結部

格子出来幅Ｗ

2.5 2.5

注意

●胴縁補助間寸法が胴縁ピッチと合っていることを確認

　して取付けてください。

参考納まり図

■横断面図

●上下連続で施工する場合■縦断面図

（３０×５０格子の場合）
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胴縁補助分割数：１

胴縁補助分割数：ａ

●２３００＜Ｗ≦２６００

２

※Ｗが２６００を超える場合、胴縁補助分割本数 a に応じて中間部に胴縁補助が増えます。

Ｗ ＤＨＰ 胴縁補助分割数

■胴縁補助固定ピッチＤＨＰ計算式
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胴縁補助固定ピッチ

Ｈ≦８００

Ｈ＞８００

１００

１５０

格子出来高Ｈ Ａ

１００×１５格子

格子タイプ

３０×５０格子

５０×５０格子

格子タイプ

３０×５０格子 DＰ≦２０００

胴縁ピッチ：DＰ

DＰ≦２２００

DＰ≦１０００

胴縁ピッチ：DＰ
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